
東みよし町
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東みよし町
西庄・水の丸地区
東みよし町
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水の丸
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国道192号国道192号
県
道
三
加
茂

東
祖
谷
山
線

県
道
三
加
茂

東
祖
谷
山
線

東
み
よ
し
町

東
み
よ
し
町

東
み
よ
し
町

192

わ
が
ま
ち

わ
が
ま
ち

わ
が
ま
ち

ご
結
婚
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

水
の
丸
ふ
れ
あ
い
公
園
を
飛
び
立
つ
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー

＝
中
庄
（
Ｖ
Ａ
Ｎ
ス
カ
イ
ス
ポ
ー
ツ
提
供
）

　
水
の
丸
ふ
れ
あ
い
公
園
か
ら
は
町

の
自
然
や
街
並
み
を
一
望
で
き
る
。

一
帯
は
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
の
離
陸
地

点
。
週
末
に
は
色
と
り
ど
り
の
パ
ラ

グ
ラ
イ
ダ
ー
が
飛
び
立
っ
て
い
る
。

　
周
囲
に
視
界
を
遮
る
物
は
な
く
３

６
０
度
を
見
渡
せ
る
。
北
は
阿
讃
山

脈
が
東
西
に
延
び
、
南
に
は
剣
山
を

は
じ
め
と
し
た
山
々
が
連
な
る
。
そ

の
間
を
流
れ
る
吉
野
川
を
中
心
に
平

野
が
広
が
り
、
山
あ
い
に
点
在
す
る

集
落
や
傾
斜
畑
、
イ
チ
ゴ
栽
培
の
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
が
見
え
る
。
パ
ラ
グ

ラ
イ
ダ
ー
は
、
北
に
約
６
㌔
離
れ
た

吉
野
川
沿
い
な
ど
を
目
指
す
。

　
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
ス
ク
ー
ル
「
Ｖ

Ａ
Ｎ
ス
カ
イ
ス
ポ
ー
ツ
」
（三
好
市
）

を
運
営
す
る
森
啓
太
さ
ん
（�
）に
よ

る
と
、
特
徴
的
な
地
形
は
複
雑
な
風

を
生
む
だ
け
で
な
く
、
安
全
な
着
地

に
も
適
し
て
い
る
。
２
０
１
０
年
に

は
ア
ジ
ア
大
会
が
開
か
れ
た
。
森
さ

ん
は
「
安
全
に
テ
ク
ニ
カ
ル
な
飛
行

を
楽
し
め
る
。
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
の

本
場
で
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
似
た
自

然
環
境
で
、
日
本
で
は
有
数
の
場
所

だ
」
と
太
鼓
判
を
押
す
。

　
ふ
れ
あ
い
公
園
に
は
約
�
台
分
の

駐
車
場
の
ほ
か
、
簡
易
シ
ャ
ワ
ー

や
調
理
台
を
備
え
た
施
設
「
天
空
の

さ
と

ゆ
め
り
あ
ん

郷
　
夢
里
庵
」
も
あ
る
。
午
前
９
時

～
午
後
６
時
に
、
１
時
間
１
０
０
円

で
利
用
で
き
る
。
�
～
３
月
は
積
雪

の
た
め
休
業
す
る
。

　東みよし町役場三加茂

庁舎から県道三加茂東祖

谷山線を南に進んだ山あ

いに位置する西庄地区に

は、傾斜地農業や史跡を

後世に残そうと活動する

人がいる。標高約１０００㍍

の水の丸地区では気候や

地形を生かした農業やレ

ジャーが盛んだ。豊かな

自然と、歴史ロマンあふ

れる地域を巡った。

水
の
丸
地
区
の
ハ
ウ
ス
で
夏
秋
イ
チ
ゴ
を

栽
培
す
る
遠
藤
さ
ん
＝
毛
田

　
水
の
丸
地
区
で
は
７
～
�
月
に
収

か
し
ゅ
う

穫
期
を
迎
え
る
夏
秋
イ
チ
ゴ
の
栽
培

が
盛
ん
だ
。
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
酸
味

が
特
徴
で
甘
い
菓
子
と
の
相
性
が
良

く
、
ほ
と
ん
ど
が
業
務
用
に
出
荷
さ

れ
る
。
近
年
は
高
齢
の
た
め
引
退
す

る
農
家
も
増
え
、
担
い
手
確
保
が
課

題
に
な
っ
て
い
る
。

　
地
区
で
イ
チ
ゴ
栽
培
が
始
ま
っ
た

の
は
１
９
８
０
年
代
。
平
地
よ
り
５

～
７
度
低
い
気
温
を
生
か
せ
る
作
物

を
地
元
住
民
ら
が
探
し
て
い
た
と

こ
ろ
、
幅
広
い
年
齢
層
に
人
気
が
あ

り
、
国
産
品
が
出
回
ら
な
い
時
季
に

収
穫
で
き
る
夏
秋
イ
チ
ゴ
に
目
を
付

け
た
。
現
在
は
�
戸
の
農
家
が
「
サ

マ
ー
ア
ミ
ー
ゴ
」
と
呼
ば
れ
る
品
種

な
ど
を
年
間
約
�
㌧
出
荷
し
て
い

る
。

　
県
外
か
ら
移
住
し
て
イ
チ
ゴ
栽
培

を
始
め
た
若
者
も
い
る
が
農
家
は
次

第
に
減
少
。
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
空

き
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
�
年

以
上
栽
培
に
携
わ
る
遠
藤
弘
行
さ
ん

（�
）は
「
後
継
者
不
足
が
一
番
の
課

題
。
先
々
代
か
ら
受
け
継
い
だ
土
地

を
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
」
と
危
機

感
を
募
ら
せ
る
。

　
町
は
Ｉ
Ｔ
技
術
を
使
っ
て
栽
培
方

法
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
す
る
事
業
を
昨

年
度
か
ら
始
め
た
。
民
間
企
業
と
連

携
し
て
気
温
や
湿
度
な
ど
の
生
産
管

理
デ
ー
タ
を
収
集
、
分
析
。
就
農
希

望
者
に
提
供
す
る
予
定
で
、
イ
チ
ゴ

栽
培
に
挑
戦
す
る
若
者
ら
を
呼
び
込

む
。

丹田古墳保存会のメンバー＝西庄

　
丹
田
古
墳
は
、
加
茂
山
中

腹
の
集
落
を
抜
け
た
先
の
標

高
約
３
０
０
㍍
の
地
点
に
あ

る
。
石
を
積
み
上
げ
て
作
ら

つ
み
い
し

れ
た
積
石
塚
の
前
方
後
円
墳

（
全
長
約
�
㍍
）
で
、
銅
鏡

や
鉄
剣
と
い
っ
た
副
葬
品
が

出
土
し
て
い
る
。
古
墳
時
代

の
前
期
（
４
世
紀
ご
ろ
）
に

周
辺
地
域
を
統
治
し
た
豪
族

の
墓
と
み
ら
れ
て
お
り
、
１

９
７
７
年
に
国
史
跡
に
指

定
さ
れ
た
。
地
元
住
民
が
保

存
・
継
承
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

　
三
加
茂
町
史
な
ど
に
よ
る

と
、
加
茂
平
野
を
見
渡
せ
る

位
置
に
あ
る
丹
田
古
墳
か
ら

は
、
古
墳
時
代
前
期
に
吉
野

川
上
流
地
域
で
稲
作
文
化
が

発
展
し
、
豪
族
が
政
治
勢
力

を
伸
長
さ
せ
た
可
能
性
が
示

唆
さ
れ
る
。
ま
た
、
積
石
塚

の
古
墳
は
香
川
県
の
瀬
戸
内

地
域
に
多
い
こ
と
か
ら
、
当

時
か
ら
人
々
の
間
で
は
阿
讃

山
脈
を
越
え
た
文
化
的
な
交

流
が
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ

て
い
る
。

　
近
く
の
集
落
の
住
民
で
つ

く
る
「
丹
田
古
墳
保
存
会
」

は
、
古
墳
周
辺
の
草
刈
り
や

清
掃
活
動
な
ど
に
年
３
回

程
度
、
汗
を
流
し
て
い
る
。

今
月
末
に
は
、
メ
ン
バ
ー
を

中
心
と
し
た
住
民
が
、
講
師

を
招
い
て
勉
強
会
を
開
く
予

定
だ
。

　
保
存
会
の
丹
田
宏
会
長

（�
）は
「
丹
田
古
墳
は
地
域

の
誇
り
だ
。
住
民
が
中
心

と
な
っ
て
守
り
、
後
世
に
伝

え
て
い
き
た
い
」
と
語
っ

た
。

会
の
活
動
拠
点
「
山
愛
の
駅
　
清
流
の
水
車
」
＝
西
庄

　
２
０
１
０
年
に
休
校
に
な
っ
た

西
庄
小
学
校
の
校
舎
の
維
持
管
理

を
担
う
た
め
、
地
元
住
民
約
�
人

で
結
成
し
た
。
学
校
横
の
旧
西
庄

幼
稚
園
跡
地
に
造
っ
た
水
車
小
屋

や
ま
あ
い

う
す
ば

「
山
愛
の
駅
　
清
流
の
水
車
」
を

拠
点
に
活
動
す
る
。
校
舎
の
清
掃

の
ほ
か
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
開
催
や
学
生
ら
の
体
験
学
習
受

け
入
れ
を
行
い
、
地
域
の
に
ぎ
わ

い
づ
く
り
に
励
ん
で
い
る
。

　
西
庄
地
区
に
は
か
つ
て
「
う
す

ば
」
と
呼
ば
れ
る
水
車
小
屋
が
点

在
し
て
お
り
、
集
落
の
住
民
が
タ

カ
キ
ビ
や
ア
ワ
な
ど
の
脱
穀
に
使

っ
て
い
た
。
地
域
の
象
徴
的
な
風

景
を
会
の
シ
ン
ボ
ル
に
し
よ
う

と
、�
年
に
水
車
小
屋
を
整
備
。近

く
の
谷
川
か
ら
水
を
引
い
て
直
径

約
３
㍍
の
水
車
を
回
し
て
い
る
。

　
�
年
か
ら
は
、
水
の
丸
地
区
を

歩
い
て
巡
る
「
水
の
丸
高
原
ウ
ォ

ー
ク
」
を
主
催
。
町
内
で
採
れ
た

か
し
ゅ
う

山
菜
の
天
ぷ
ら
や
夏
秋
イ
チ
ゴ
を

使
っ
た
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
が
振
る
舞

わ
れ
、
町
内
外
か
ら
１
０
０
人
以

上
が
参
加
す
る
人
気
の
イ
ベ
ン
ト

だ
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で

中
断
し
て
い
た
が
、
来
年
５
月
に

４
年
ぶ
り
の
再
開
を
目
指
し
て
い

る
。

　
県
外
か
ら
そ
ば
打
ち
や
農
業
体

験
に
訪
れ
る
学
生
ら
も
増
え
始
め

て
お
り
、
平
野
重
秋
会
長
（�
）は

「
い
ろ
い
ろ
な
人
が
集
い
、
に
ぎ

わ
い
が
生
ま
れ
る
場
へ
と
発
展
さ

せ
た
い
」
と
意
気
込
ん
で
い
る
。

　阿波銀行は、板野町那東のあすたむらんど徳島にあ

る木育施設「徳島木のおもちゃ美術館」に藍染の遊山

箱を贈った。

　同館で�月�日に贈呈式

があり、阿波銀の大和史郎

常務取締役＝写真左＝が、

松崎美穂子館長に遊山箱を

手渡した。材料は県産スギ

で、江淵鏡台店（徳島市）

が製作した。同店が作った

ヒノキの遊山箱�個も寄贈

した。ワークショップなどで活用する。

　阿波銀は２０２１年から徳島森林づくり推進機構などが

進める「使う緑化プロジェクト」に参加し、幼稚園な

どに木工製品を贈っている。 （二宮愛）

　大同生命厚生事業団（大阪市）は、２０２２年度の地域

保健福祉研究助成事業で、徳島大学病院薬剤部病棟業

務管理室試験室長の小川敦さん（�）＝写真左＝に助成

金�万円を贈った。

　小川さんは、患者が病状に合っていない量や種類の

薬を服用する問題「ポリファーマシー」を解消するた

め、医師が処方した薬の情

報を医療機関同士で共有す

る「診療情報提供書」の作

成に取り組んでいる。

　�月�日に徳島市の大同

生命保険四国支社徳島営業

部で贈呈式があり、乾展郎

部長＝同右＝から贈呈状を

受け取った小川さんは「貴

重な支援をいただき、より研究を推進していきたい」

と話した。

　事業団は１９７４年度から地域における医療などに関す

る研究やボランティア活動に助成しており、本年度は

�都道府県の１４０団体・個人に計２０００万円を贈る。

（東條美和子）

【
紙
面
編
集
】
林
啓
二

【
徳
　
島
】

　
大
川
康
治
・
悠
理
子
　次
女
桜
叶
（
る
か
）
＝
飯
谷
町

　
丸
亀
知
洋
・
美
恵
子
　長
女
希
帆
（
き
ほ
）
＝
北
田
宮
２

　
中
田
真
弘
・
明
代
　長
女
も
も

【
鳴
　
門
】

　
寺
田
拓
真
・
未
奈
　長
女
万
都
日
（
ま
と
い
）＝撫

養
町
小
桑
島

【
松
　
茂
】

　
宮
田
真
樹
・
万
由
子
　次
女
侑
波
（
ゆ
う
な
）
＝
中
喜
来

【
藍
　
住
】

　
中
川
祐
紀
・
美
鈴
　長
男
絢
斗
（
あ
や
と
）
＝
住
吉

　
荒
井
哲
郎
・
美
紗
子
　長
女
香
乃
（
か
の
）
＝
勝
瑞

　
安
井
稔
貴
（
徳
島
市
）
♡
伊
月
三
奈
子
（
同
）

　
米
田
哲
也
（
徳
島
市
北
田
宮
３
）
♡
長
谷
川
千
秋
（
同
）

　
中
島
雅
文
（
徳
島
市
）
♡
藤
本
和
香
奈
（
阿
南
市
）

　
谷
拓
郎
（
阿
南
市
）
♡
朝
井
加
奈
子
（
同
）

　
■
高
齢
者
ら
ス
ポ
ー
ツ
楽
し
む
　

松
茂
町
は
年
齢
や
障
害
の
有
無
に
関

係
な
く
楽
し
め
る
「
秋
の
ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
」
を
町
総
合
体
育
館
（
中

喜
来
）
な
ど
で
開
い
た
‖
写
真
。

　
高
齢
者
や
障
害
者
ら
１
０
０
人
が

参
加
。
体
育
館
の
指
定
管
理
者
・
岡

田
企
画
の
ス
タ
ッ
フ
か
ら
指
導
を
受

け
、
ボ
ッ
チ
ャ
や
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
な

ど
を
楽
し
ん
だ
。
脂
肪
量
や
血
管
年

齢
を
測
定
す
る
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら

れ
た
。
こ
れ
に
先
立
ち
、
参
加
者
は

同
町
広
島
の
交
流
拠
点
施
設
マ
ツ
シ

ゲ
ー
ト
で
体
操
を
し
て
、
体
育
館
ま

で
１
・
３
㌔
を
歩
い
た
。

　
運
動
習
慣
が
な
い
と
い
う
同
町
満

穂
の
津
田
正
子
さ
ん
（�
）は
「
み
ん

な
と
歩
い
て
気
持
ち
良
か
っ
た
」
と

満
足
そ
う
だ
っ
た
。２
日
に
あ
っ
た
。

（
宮
本
真
）

　
■
き
ょ
う
家
族
の
在
り
方
を
考
え

る
催
し
　
映
画
「
そ
し
て
、
バ
ト
ン

は
渡
さ
れ
た
」
を
上
映
し
、
家
族
の

在
り
方
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
す
催

し
「
人
権
が
守
ら
れ
る
家
族
の
在
り

方
に
つ
い
て
考
え
る
～
映
画
鑑
賞
と

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」
（
県

主
催
）
が
�
日
、
徳
島
市
の
と
き
わ

ホ
ー
ル
で
開
か
れ
る
。

　
映
画
は
血
の
つ
な
が
ら
な
い
親
の

元
を
転
々
と
す
る
主
人
公
を
中
心

に
、
幸
せ
に
生
き
る
家
族
を
描
い
た

物
語
。
上
映
後
、
ウ
ィ
メ
ン
ズ
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
徳
島
の
河
野
和
代
代
表

と
精
神
保
健
福
祉
士
の
辻
田
梨
沙
さ

ん
が
、
映
画
に
登
場
す
る
シ
ン
グ
ル

マ
ザ
ー
や
血
の
つ
な
が
ら
な
い
父
母

の
生
き
方
を
引
き
合
い
に
、
家
族
の

在
り
方
に
つ
い
て
話
し
合
う
。

　
午
後
１
時
か
ら
同
４
時
�
分
ま
で

の
予
定
で
、
参
加
無
料
。定
員
�
人
。

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み
は
、
エ
ン

ゼ
ル
ラ
ン
プ
、
電
話
０
８
８
（
６
２

６
）
９
８
２
６
か
、
メ
ー
ル
ｓ
ｅ
ｏ
ｎ

ｏ
ｒｉｋ
ｏ
２
６
＠
ｇ
ｍ
ａ
ｉｌ
．ｃ
ｏ
ｍ

　
■
糖
尿
病
へ
の
理
解
深
め
る
　
糖

尿
病
フ
ォ
ー
ラ
ム
（県
糖
尿
病
協
会
、

徳
島
大
糖
尿
病
臨
床
・
研
究
開
発
セ

ン
タ
ー
主
催
）
が
、
藍
住
町
の
ゆ
め

タ
ウ
ン
徳
島
で
開
か
れ
た
。

　
専
門
医
や
看
護
師
、
管
理
栄
養
士

ら
約
�
人
が
ブ
ー
ス
を
設
け
た
。
来

店
客
は
簡
単
な
ク
イ
ズ
で
糖
尿
病
の

知
識
を
学
ん
だ
り
、
栄
養
指
導
を
受

け
た
り
し
た
。筋
力
や
血
糖
値
測
定
、

健
康
相
談
も
あ
っ
た
‖
写
真
。

　
県
糖
尿
病
協
会
の
松
久
宗
英
会
長

は
「適
切
な
治
療
や
対
策
を
す
る
と
、

７
割
の
人
が
糖
尿
病
で
は
な
い
人
と

同
じ
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
な
る
。

ま
ず
は
検
診
を
受
け
て
ほ
し
い
」
と

話
し
た
。
世
界
糖
尿
病
デ
ー
（�
日
）

を
前
に
３
日
に
行
わ
れ
た
。

（
佐
藤
陽
香
）

　
■
童
学
寺
で
「い
ろ
は
手
作
り
市
」

石
井
町
石
井
の
童
学
寺
で
、
手
作
り

の
雑
貨
や
飲
食
物
を
販
売
す
る
イ
ベ

ン
ト
「
い
ろ
は
手
作
り
市
」が
あ
り
、

大
勢
の
家
族
連
れ
ら
で
に
ぎ
わ
っ
た

‖
写
真
。
ア
ク
セ
サ
リ
ー
や
布
小
物

と
い
っ
た
雑
貨
の
ほ
か
、
た
こ
焼
き

な
ど
�
店
が
出
店
。
バ
ン
ド
演
奏
な

ど
の
ス
テ
ー
ジ
も
あ
っ
た
。
徳
島
市

の
川
内
北
小
２
年
の
木
内
あ
ず
み
さ

ん
（８
）は
「
お
店
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ

て
楽
し
い
。
ピ
ア
ノ
の
飾
り
が
付
い

た
ヘ
ア
ゴ
ム
が
か
わ
い
か
っ
た
」
と

喜
ん
で
い
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
は
２
０
１
６
年
か
ら
年

２
回
開
催
し
、
�
回
目
が
３
日
に
行

わ
れ
た
。

（
木
村
直
哉
）

　
■
上
板
で
防
災
フ
ェ
ス
タ
　
「
か

み
い
た
防
災
フ
ェ
ス
タ
」
（
上
板
町

主
催
）
が
同
町
泉
谷
の
技
の
館
で
開

か
れ
、
親
子
連
れ
ら
約
９
０
０
人
で

に
ぎ
わ
っ
た
。

　
館
内
や
駐
車
場
に
体
験
型
を
中
心

に
し
た
約
�
の
ブ
ー
ス
を
設
置
。
来

場
者
は
起
震
車
で
震
度
６
強
の
揺
れ

を
体
験
し
た
り
‖
写
真
、
防
災
に
つ

い
て
学
べ
る
カ
ル
タ
で
遊
ん
だ
り
し

た
。
家
族
４
人
で
訪
れ
た
同
町
瀬
部

の
会
社
員
新
開
郁
実
さ
ん
（�
）
は

「
子
ど
も
が
興
味
を
持
て
る
よ
う
工

夫
さ
れ
、
親
子
で
学
ぶ
良
い
機
会
に

な
っ
た
」
。
長
男
で
高
志
小
３
年
の

雪
丸
君
（８
）は
「
ゲ
ー
ム
や
カ
ル
タ

で
楽
し
く
学
べ
た
」
と
話
し
た
。

　
フ
ェ
ス
タ
は
３
年
ぶ
り
に
３
日
に

開
か
れ
た
。
町
内
の
指
定
緊
急
避
難

場
所
に
行
く
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
も
ら

え
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
吉
野
川
流
域

治
水
協
議
会
な
ど
主
催
）
も
同
時
開

催
さ
れ
た
。

（
二
宮
愛
）

　
■
船
窪
つ
つ
じ
公
園
で
清
掃
　
国

の
天
然
記
念
物
・
船
窪
の
オ
ン
ツ
ツ

ジ
群
落
が
あ
る
吉
野
川
市
山
川
町
奥

野
井
の
船
窪
つ
つ
じ
公
園
で
、
地
元

住
民
ら
が
遊
歩
道
な
ど
を
清
掃
し
た

‖
写
真
。
山
川
の
文
化
財
を
守
る
会

や
山
川
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
議
会
の

会
員
、
阿
波
吉
野
川
署
の
若
手
署
員

ら
約
�
人
が
参
加
。
群
落
（約
３
㌶
）

を
囲
む
柵
の
周
辺
や
遊
歩
道
沿
い
に

生
え
た
雑
草
を
刈
っ
た
り
、
ツ
ツ
ジ

に
巻
き
付
い
た
カ
ズ
ラ
を
根
か
ら
取

り
除
い
た
り
し
た
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
議
会
の
南
薗
恵

志
（
な
ん
え
ん
・さ
と
し
）会
長
（�
）

＝
山
川
町
村
雲
＝
は
「
こ
の
時
期
に

き
れ
い
に
し
て
お
く
と
、
ツ
ツ
ジ
の

開
花
前
に
行
う
春
の
作
業
が
楽
に
な

る
。
来
年
も
き
れ
い
な
花
が
咲
く
の

を
楽
し
み
に
し
た
い
」
と
語
っ
た
。

清
掃
活
動
は
４
日
に
あ
っ
た
。

（
石
津
遼
）
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